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＜要   約＞ 
 本論文は，高齢分野で働く介護支援専門員および包括支援センター相談員に対して実施し
た，インシデントプロセス法を用いた事例研究でのスーパービジョンに関する意識調査の分
析報告である。調査は，フィーカスグループインタビューとアンケート調査を行った。 
 フォーカスグループインタビューにおける質問項目は  8  項目。この項目について，イン
タビュー参加メンバーに自由に話してもらった内容を逐語録にし，重要と思われる発言ごと
にデータの断片化を行いサブカテゴリー化，カテゴリー化を行った。 
 分析した結果，重要カテゴリーは，19項目。ここでは，対人援助支援技術の向上に関す
る意識の分析として，「研修前の自分の課題」，「研修での気づき体験」，「研修成果」，「事例
提供者以外のメンバーが学ぶこと」，「これからの課題」の 5 項目に着目した。 
 また，この結果をスーパービジョンの枠組み，管理的機能，教育的機能と支持的機能で考
察した。その結果，研修がスーパービジョンとして，①継続研修が研修参加者のスキルアッ
プに有効であるということが今回の調査で明確になった。②事例を活用した研修は，研修参
加者のスキルアップには有効であった。③事例研究の方法については，インシデントプロセ
ス法を活用することによって，参加者の気付き体験が豊富になっていることも見えてきた。
の 3 点が明確になった。 
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１．はじめに 
 高齢分野で働く相談援助職者のみならず，社会
福祉分野で仕事をする相談援助職者にとってスー
パービジョンは，利用者援助を遂行するための能
力を向上させ，相談援助職者自らを成長させる方
法として必要なスキルと認識されている。スー
パービジョンに関する理論は多くの文献で紹介され
ており，その有効性や必要性も述べられている（1)。
社会福祉士のみならず，介護支援専門員も対人援
助職としてのスーパービジョンは必要だと考える。 
 介護支援専門員および包括支援センター相談員
へのスーパービジョンを研究代表者はここ数年続
けている。最初は相談援助の基礎知識に関する確
認から始まり，次第に専門職としての価値や倫理，
また，利用者への面接技術に対する講義へと移っ
ていった。しかし，研修を続ける中で，具体的な
事例を通しての勉強を行いたいとの相談援助職者
達のニーズを受け，対人援助技術向上に向けたイ
ンシデントプロセス法を活用した事例研究を行う
こととした。インシデントプロセス法を活用した
事例研究は平成23年度で  5  セッション（  1  セッ
ションは月 1 回，5 回連続の事例検討会の実施）
実施している。5  セッションの経験を通して，3 
セッション目で事例研究としての内容が充実し，
現在があると考えている。そこで，インシデント
プロセス法を活用した 事例研究が，介護支援専
門員および包括支援センター相談員のスーパービ
ジョンとしてどう機能しているのか，また，イン
シデントプロセス法を活用した事例研究がメン
バーにとってどのような意味を持っているのかを
見極めたいと考えるに至った。また，高齢分野で
相談援助職に就く専門職に必要なスキルを身に着
けるためには，どのような研修方法が効果的であ
るのかについても考えたいと思い，3 セッション
目の研修参加メンバーに時間をとってもらい，研
修の振り返りを行った。また，同時に，アンケー
ト調査を行いメンバーの意識の数値化を行うこと
で，研修の効果を図ることにした。 
 
２．研究の方法 
（１）対象者 
 対象者は，東京都H市内の包括支援センターの
相談員および介護支援専門員で，2012年  9  月か
ら2013年  1  月までのインシデントプロセス法を
活用した事例研究の研修参加者の約14名である。 
 
（２）調査方法 
 本研究は，フィーカスグループインタビュー法
を用いて質的研究を行うとともに，アンケート調
査も行った。 
 ①フォーカスグループインタビューから見る質
的分析 
 調査場所は，2013年の  1  月に，静かな個室を
確保し行われた。参加者の承諾を得て，テープレ
コーダーを設置し，記録した。また，情報を漏れ
なく整理するため，司会者がインタビューの様子
（非言語部分）を記録した。インタビュー中は，
番号札を参加者の名札代わりにすることで，名前
が表に出ないことを保証し，安心して討論できる
ように配慮した。所要時間は3時間とし，話しや
すい雰囲気作りのため，お茶を用意するなどの工
夫をした。 
 ②アンケート調査からの分析 
 調査場所は，静かな個室とし，質問紙法による
集合調査を行った。また，参加できなかったメン
バーに対しては郵送回収を行なった。 
 
３．倫理的配慮 
 インタビュー実施に当たり，インタビュー内容
を録音し，録音した内容は逐語録にすることについ
て参加者の同意を文書にて得た。また，アンケー
ト調査についても，同様に同意を文書にて得た。 
 
４．アンケート調査からみるインシデント
プロセス法を活用した事例研究の効果 
（１）調査対象者の資格について 
 調査対象者14名は，複数の資格を所得している。
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介護支援専門員の資格は14名全員が持っている。
介護支援専門員の資格所得前の資格としては，看
護師が 4 名，社会福祉士が 5 名，介護福祉士が 6 
名，ヘルパーが  5  名であった。社会福祉士から
介護支援専門員を取得したものは  2  名。12名は，
直接介護や看護にあたる職種から介護支援専門員
となっている。（図 1 ） 
 また，対象者14名の研修参加に当たっての職
種は介護支援専門員が  8  名，地域包括支援セン
ター相談員が 6 名である。 
 
（２）研修への参加率 
 5  回継続研修での参加率であるが，すべて参加
した人が 9 人，1 回欠席した人が 4 人，2 回の参加
が 1 名となっている。 
 
（３）研修を前後での援助者としてのかかわりの
変化 
 アンケートで，「この研修では，面接力やアセ
スメント力の強化を目標に実施してきました。今
回の研修に参加する前と参加後の今では，以下の
項目について自分の関わり方が良いように変わっ
たと感じるのはどの程度でしょうか。」と  5  段階
評価で記述してもらった。質問内容は，①利用者
への言葉のかけ方，②家族への言葉のかけ方，③
利用者・家族への話の聞き方，④利用者・家族に
対する見方，⑤利用者・家族の生活状況の見方，
⑥利用者への要件の伝え方，⑦利用者へのかかわ
り方，⑧家族のかかわり方，⑨他事業所への要件
の伝え方，⑩ケースへの決断の仕方，⑪決断した
ことの伝え方，⑫面接の仕方，⑬質問の仕方，⑭
情報収集の仕方，⑮ケース全体の見方の15項目
である。15項目のうち，全員が変化したと感じ
ている項目は，⑩ケースへの決断の仕方である。
インシデントプロセス法の事例研究が援助者とし
ての支援の決断を明確にするものであるので，よ
りそれが明確になったと思われる。また，12名
が③利用者・家族への話のきき方，④利用者・家
族に対する見方，⑬質問の仕方，⑭情報収集の仕
方，⑮ケース全体の見方の  5  項目が変わったと
答えている。（図 2 ） 
 
（４）研修に参加して感じたこと 
 研修に参加して思ったことについて，①メン
バーが固定だったので，安心して話せた，②聞い
て大丈夫かなと思うことを利用者に聞けるように
なった，③事例研究を通して，困っている内容を
一緒に体感できた，④いろいろ考えて質問をする
ようになった，⑤自分が聞きたいことを伝えるに
はどう言えばいいか考えるようになった，⑥事例
 
 
 
図１ 現在持っている資格 
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研究を通して，自分の持っているケースを振り返
ることができた，⑦研修会メンバーと知り合うこ
とができた，⑧インシデント報告書が毎回あり，
振り返ることができた，⑨仕事に対する不安が自
分だけじゃないと安心できた，⑩メンバーの意見
が聞けて勉強になった，⑪自分で決断できるよう
になろうと思うようになった，⑫自分で決断でき
るようになった，⑬決断したことを伝えられるよ
うになった，の15項目を  5  段階評価で記述して
もらった。 
 全員がほぼ，もしくは当てはまると感じたこと
は，③事例研究を通して困っている内容を一緒に
体感できた，⑦研修会メンバーと知り合うことが
できた，⑧インシデント報告書があり，毎回振り
返ることができた，⑩メンバーの意見が聞けて勉
強になった，の  4  項目である。13名が当てはま
ると感じたことは，⑥事例研究を通して自分の
持っているケースを振り返ることができた，⑨仕
事に対する不安が自分だけじゃないと安心できた，
自分で決断できるようになろうと思うようになっ
た，の 3 項目である。（図 3 ） 
 
（５）今後身に付けたい力について 
 今後身に着けたい力について，①情報収集力，
②面接力，③アセスメント力，④記録を書く力，
⑤コーディネート力について該当するものを挙げ
てもらった。結果，12名が③アセスメント力，
11名が②面接力，10名が⑤コーディネート力と
なっている。（図 4 ） 
 
５．フォーカスグループインタビュー調査
の分析 
 フォーカスグループインタビューにおける質問
項目は①研修に参加しようとしたきっかけ，②参
加してみてよかったと思うことは何か，③援助者
の決断を記述することについて。④印象的な回，
⑤インシデント報告書について，⑥研修に参加し
て大変だったこと，⑦事例を提供することについ
て，⑧今後の課題についての  8  項目である。こ
の項目について，インタビュー参加メンバーに自
由に話してもらった内容を逐語録にし，重要と思
われる発言ごとにデータの断片化を行い，続いて，
文脈を損なわないようにコード化を行った。そし
て，類似したコードごとに，サブカテゴリー化，
カテゴリー化を行った。 
 分析した結果，重要カテゴリーは，①参加動機，
②インシデントプロセス法の知識，研修参加の意
 
図２ 関わり方についての変化 
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味，④企画の重要性，⑤他の事例検討との違い，
⑥インシデントの特徴，⑦インシデントを活用し
た事例検討をやってみて，⑧決心と理由について，
⑨研修前の自分の課題，⑩研修での気づき体験，
⑪研修成果，⑫事例提供者が事例を提供する前の
思い，⑬事例提供者が提供後に感じること，⑭事
例提供者以外のメンバーが学ぶこと，⑮新人の思
い，⑯ロールプレイの良さ，⑰インパクトのあっ
た回，⑱レポートの見どころ，⑲これからの課題
の19項目となった。今回は，この中から，対人
 
図３ 研修に参加して感じたこと 
 
 
図４ 今後身に着けたい力 
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援助支援技術の向上に関する意識の分析として， 
5 項目に着目する。⑨研修前の自分の課題，⑩研
修での気づき体験，⑪研修成果，⑭事例提供者以
外のメンバーが学ぶこと，⑲これからの課題であ
る。この項目を分析後，スーパービジョンとの関
連で考察したい。 
 
（１）研修前の自分の課題 
 研修前の自分の課題では，サブカテゴリーとし
ては，①面接が苦手，②専門職としての関わりが
難しい，③質問の仕方がわからない，④専門的自
己が確立していない，の  4  つに分けることがで
きた。②専門職としての関わりが難しいの項目で
は，援助者としての価値観に関わる内容の話があ
り，④専門的自己が確立していないに関しては，
援助者としての態度としてあまり望ましくない自
分をあげている。（表 1 ） 
 
（２）研修での気づき体験 
 研修での気づき体験としては，①専門的視点に
ついて気づく，②専門的知識について気づく，③
専門的技術について気づく，④専門的自己が確立
されていないことに気付く，⑤自分の専門的技術
の未熟さに気付く，⑥専門職としての価値に気付
く，⑦自分の現状に気づく，⑧得意・不得意がわ
かる，⑨自分のやり方がわかるの  9  項目がサブ
カテゴリーとして挙げられた。重要アイテムを見
ると，援助者としての未熟さ，技術のなさ，社会
福祉の現場で働く者としての考え方の偏りに気づ
く語りが多くされていたことがわかる。 
 
（３）研修成果 
 研修成果については，（  2 ）であげた多くの気
づき体験を経た結果，サブカテゴリーとしては 8 
項目となった。①業務に活かすことができる，②
聞く力が付く，③業務に対するモチベーションが
上がる，④他職種への伝え方を学ぶことができた，
⑤調整力が付いた，⑥専門職としての自己成長を
感じる，⑦専門的自己を活用できるようになった，
⑧自分の課題がより明確になった。である。ここ
 
表１ 研修前の自分の課題 
表題 サブカテゴリー（見出し） 重要アイテム（意味のある項目）
アセスメントと面接が苦手だった
面接が苦手で人と話をするのが苦手
初回の面接ダメなんです
自分の考え（理論）のもとに相談業務をすすめたい
自分に自信が持てず、いろいろ迷っていた
今まで考えてきた面接は、肩ひじ張ってなんとかしなきゃと
何でもやらなきゃいけないと思っていた
出来てないしというのが、いっぱいわかっちゃったんですね。
家族の言い分が強かったりすると、自分でいい顔したいのか、根底にあるん
だろうけれど、そっちの方の意向取り入れちゃったりとか、優柔不断なんです
相談とか面接とかについて、きちんと学んでないことがすごく不安すぎちゃっ
て、こんなんでいいのかなあ
（医療的な所）そこばっかり聞いちゃう
他のケアマネがどんなふうに質問して面接を進めていくのかがすごくわかり
にくい
聞いたら失礼なのかと思うことろがあって今まで踏み込めなかった
質問力が自分ですごい弱いと思ている
一通りのことを聞いて、どこ深めていいのか。深まっていないのはわかるが、
ではどこを聞けばというのがわからない
何を聞いたらいいのかわからなかった
凄く無駄足が多かった
これはって思っても聞けなくって
専門的自己が確立していない 私も聞けないオーラをいっぱい出してたと思います
涙のシーンというのがもらい泣きしそうになっちゃってあわわわって
自分の課題でもある距離感というか、どのくらい近づくのかというのを今図っ
ている時期なので
距離感の取り方とかが私も悩んでいて
研修前の自
分の課題
面接が苦手
専門職としての関わり方が
難しい
質問の仕方がわからない
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では，この事例検討で学んだことがすぐに実践で
活かすことができている事，今までできなかった
ことができるようになったこと，考え方に広がり
ができたことで，実践力が付いていることなどの
自己分析の内容が語られている。 
 
（４）事例提供者以外のメンバーが学ぶこと 
 事例提供者以外のメンバーが学べたことについ
ては，①頭を使って考えることが多い，②質問の
仕方を考えることができる，③ケースを深める時
の考え方を学べるの  3  項目である。メンバーが
この研修以外で体験してきた事例研究は，事例提
出者とスーパーバイザーとの間で行われるスー
パービジョンを第  3  者として聞くのみの役割で
あったり，研修の講師からの一方的な講義で終
わったりすることが多かったようであるが，この
研修では，事例提供者はもちろんのこと，それ以
外のメンバーも，事例についてしっかり考えたり，
提供事例を通して自分の情報収集力を見つめ直す
きっかけとなったことがわかる。（表 2 ） 
 
（５）これからの課題 
 これからの課題としてのサブカテゴリーは①専
門職としての成長，②専門的自己を活用すること，
③専門的な技術をより身に着けること，④専門的
な知識をさらに学ぶこと，⑤援助者としての目標
の  5  項目に分けられた。ここでは，研修を通し
て，自己覚知をし，自分の技術レベルがわかった
こと，また，実践現場で，研修を通して学んだこ
とを活かせた経験からさらに，もっと自分を磨き，
成長させたという思いが語られている。語りとし
ては，何が大事かをピックアップする力，利用者
から引き出す力，チームに味方を作る等，より具
体的で，実現可能な項目となっている。アンケー
トでも多かった，アセスメント力，面接力，コー
ディネート力がより具体的な言葉として語られて
 
表２ 事例提供者以外のメンバーが学ぶこと 
表題 サブカテゴリー（見出し） 重要アイテム（意味のある項目）
質問何にしよってばかり頭にある
私だったらどうするとすごく考える
頭を使うこと
頭を使うよね
最初すごい考えて。今もそうだけど
ものすごく考えなきゃいけないから、おうち変えると脱力感が
息詰まる感じとか
脳みそが強制的に動かされた。
使ってないから
集中力を持続させるのは大変な部分がある
何を質問していいのかわからない
前の人に考えていた質問をされると頭がパニックになる
つい後ろに行っちゃう
自分が考えていたことを言われるとそれだけでパニックになる
平均的に聞いているんだなと感心し自分も別の方向から聞いてみようと考え
始めた
どうやって言葉で伝えればいいか
誰か行ってくれないかなってなる
質問が浮かばなくなってどうしようというのと
質問する立場でここ聞いたら悪いかなって遠慮しちゃって聞けないところもあ
りませんか？
息詰まってどこから突破しようと考える経験とかそういうのがすごくありがた
い
何が問題かが見えない時、どう質問したらいいのかわからなくて悩む
どこから切り崩して一からいいか全くわからない
結論が見えてくるとそれが気持ちがいい。
ここまで来てるんだけど、こうポカって上に行かないみたいな感じ
表情みて、あっこれは違うとこ聞いてるんだと思うことあるんだけれど
事例提供者
以外のメン
バーが学ぶ
こと
頭を使って考えることが多い
質問の仕方を考えることが
できる
ケースを深める時の考え方を
学べる
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いる。（表 3 ） 
 
（６）５項目の分析から 
 これらの結果から，研修に参加したメンバーは，
研修当初は，面接の方法に自信がなく，また援助
者としての専門的自己についても不安定な状態で
あることがわかった。それが，この研修を受けた
ことによって，具体的な実践力としての①聞く力
が身に付き，②他職種への伝え方を学ぶことがで
き，③調整力が付いたことを意識化することに
よって，研修で学んだことを業務に活かせている
と実感できている。と考えることができる。 
 また，この研修を通して，専門的自己の活用が
意識してできるようになり，自分の課題が明確に
なることによって，できない事への無意識の恐れ
が無くなり，また，自分の課題解決を意識するこ
とによって，業務に対するモチベーションが上
がっている。また，自分の課題をわかることに
よって更に自分を成長させたいと思ったり，また，
他のメンバーの支援方法を学ぶことで自分がその
技術を活用するきっかけを得て，より成長したい
と感じたり，更なる課題が明確になるなど，援助
者としての自己成長がうかがえる。 
 
（７）アンケート調査とフォーカスグループイン
タビュー分析から見えるもの 
 アンケート結果とフォーカスグループインタ
ビューの分析から何が見えたかについては，3 点
について言及できる。まず，1  つ目は，インタ
ビューでの語りは，アンケートに比べて細かい
表３ これからの課題 
表題 サブカテゴリー（見出し） 重要アイテム（意味のある項目）
伸びたい
相手の方が思ってくれるにはどうしたらいいのかなと考えながら常に意識し
て、仕事をしていきたい
一人で抱え込まないで、みんなに相談して解決していくという方法も、私、そ
の辺、弱いので、やっていこうかな
寄り添うというのが結構難しく
提案できる引出があまりにないので、その方に寄り添えても、聞いてるだけ
でなんか一緒に何か提案できればなあと思う
利用者の人が、自分を見守っていてくれるんだと思っていただけるように
ちょっともやもやっとしている
あって思っているなっという自分を意識して、そっからどう反撃していくかとい
うのが出来るようになりた
何が大事かをその人のその中からピックアップしていく力
解決に向けて繋げていく力
調整できるようになるといいかなあと。そこをちょっとスキルアップできるとい
いかなあと。
アセスメント力
その人自身が頑張って引き出せるような感じで接していけたらもっといいの
かなあ
会話が続かないのが気まずくならないように、コミュニケーション能力ですか
ね。
うまい場を作れるような風になっていきたい
チームプレイがうまくできるようになりたいなと思います
うまく上手に連携して、味方を作っていく力というのが今すごく必要だなと感
じています。
自分の面接がうまくなりたいというわけじゃないんですけど、あの後輩に質問
された時に、ここはこういう風なアセスメントを自分でやって、私はこう思った
から言っているんだよっていう根拠とかがうまく言葉にできなくって
こうだからこうしたのよって言えるようになるといいなと
専門的な知識をさらに学ぶこと 提案できるような引き出しを増やしたい。
援助者としての目標
その方が持っている他のいろんな社会資源を利用して、その方自身の力で
生活が組み立てていけるような支援をしたいと思います
これからの
課題
専門職としての成長
専門的自己を活用すること
専門的技術をより身に着ける事
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ニュアンスの語りが多くみられ，相互は補完し
合っていることが分かった。2 つ目として，アン
ケート結果④「援助者としての関わりの変化」で
上位だった，利用者・家族への話の聴き方，利用
者・家族に対する見方，質問の仕方，情報収集の
仕方，ケース全体の見方の変化は，インタビュー
の「研修での気づき体験」の語りでは，専門的技
術について気づく，専門職としての価値に気付く
という語りの中で，例えば，利用者に対するスト
レングスの見分け方や活用の難しさという言葉で
語られている。最後に，アンケート結果⑥「今後
身につけたい力」の上位である，アセスメント力，
面接力，コーディネート力は，インタビューの
「今後の課題」の語りの中で，研修の中で，利用
者からどういう情報を取得すれば良いのかは分
かったので，今後それをどう現場で活用すればい
いのか，面接の仕方のスキルアップという言葉で
言語化されている。 
 
（８）フォローアップ調査として 
 実際，今回14名の研修参加メンバーのうち13
名に対して，メンバーを研修に送り出した，同僚
や上司から，メンバーの支援に対する評価につい
て話を聞くことができた。ちなみに 2 名のうち 1 
名は，その人そのものが上司の立場にある，大ベ
テランのため，外した。13名の評価については 1 
名を除き，12名に関しては，高評価であった。
「安心して仕事を任せられるようになった」「この
ケースと思った時に頭に浮かぶ人材になった」
「援助者として視野が広まった」「援助者としての
視点が変わった」「どんなケースでも任せられる
ようになった」「利用者とのかかわり方が前より
も変わった」「援助者としてのスキルがついた」
「客観性が出てきたので，援助者としての心構え
ができた」などの言葉は，実際に語られた内容で
ある。1 名については，今回の研修ではまだわか
らないとのことであった。9 割近くの人材が好評
価であるということは，実践現場にとって援助者
の質の向上の観点から見れば，かなり成功した研
修であると言えるのではないだろうか。 
 
６．スーパービジョンの枠組みから考える
インシデントプロセス法を活用した事
例研究 
 今回の研修をスーパービジョンの枠組みからと
らえ直す。スーパービジョンの機能は，管理的機
能，教育的機能と支持的機能である。特に，イン
タビュー調査からこの研修を3機能に当てはめて
考えることで考察する。 
 
（１）管理的機能から考える 
 管理的機能から研修の効果を考えると，以下の 
4 点が言えるであろう。①事例検討を通して，情
報を正しく伝えることの必要性や，共有化を学ぶ
ことができる。②事例検討を通して，他職種との
連携の仕方を学ぶことができる。③情報収集の技
術を学ぶことで，有効な記録の活用法を学ぶこと
ができる。④職場内のみならず，職場外での連携
を意識し，自分の置かれている役割からコミュニ
ケーションの仕方を考えることができる。 
 しかし，管理的機能独特の，管理業務の分掌と
遂行や，管理運営業務の円滑化などは，研修の性
格上，難しいことも分かった。 
 
（２）教育的機能から考える 
 教育的機能から研修の効果を考えると，以下の 
6 点が考えられる。①5 回連続して出る（継続研
修）を行うことにより，研修の場で自己成長した
自分に気づくことができるようになる。②事例検
討の場で，もやもやしたまま終わらない。自分で
意識的に考えて参加するようになる。③事例研究
の場で他の援助者の考え方や見方を学ぶことに
よって支援の幅を広げることができる。④自分で
援助者としてのスキルが未熟であると気づくこと
によって他者に指摘されるよりも状況を素直に受
け取ることができる。⑤研修の場で，具体的な支
援方法を学ぶことで次の研修会で活用できる。⑥
研修会の場で技術を試みながら，成功・失敗体験
をすることで，実際の支援場面で活用できる技術
として身に着く。があげられる。 
 この内容は，スーパービジョンにおける教育的
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機能で求められるべき項目をほとんど網羅してい
ると考える。 
 
（３）支持的機能から考える 
 支持的機能から研修の効果を考えると，次の 5 
点を考えることが出来る。①事例研究の場で，自
分で自分の状況に気づく研修を行うことで事例提
供者になっても傷つく経験をしない。②インシデ
ントプロセス法の事例検討を行うことによって，
研修事態にサポーティブな雰囲気を生み，いやな
感じの残らない研修会となり参加意欲を増進させ
ている。③継続研修を行うことで，参加メンバー
と知り合うことができ，実際の支援現場での連携
やサービス提供などに役立てることができる。④
福祉専門職は，ケース支援に対して常に最善の方
法を目指して悩む職種であるということを自覚す
ることによって，経験年数に関わらず，支援の難
しさを共感することが出来る。⑤絶えず研鑽を必
要とする職種であると気づくことによって，研修
に参加する意欲を増すことが出来る。 
 この内容は，教育的機能同様，スーパービジョ
ンにおける支持的機能であるべき項目をほとんど
網羅できていると考えることが出来る。 
  
７．今後の課題 
 今回のインシデントプロセスを活用した研修は，
研修参加者へのスーパービジョンとして効果的で
あったと考えられる。その理由として，①継続研
修が研修参加者のスキルアップに有効であるとい
うことが今回の調査で明確になった。②事例を活
用した研修は，研修参加者のスキルアップには有
効であった。③事例研究の方法については，イン
シデントプロセス法を活用することによって，参
加者の気付き体験が豊富になっていることも見え
てきた。の 3 点があげられる。 
 今後の課題として，今回取り上げなかった項目
のさらなる分析を通して，①研修をどういう形で
続けていけばより効果的なのか。②参加メンバー
のスキルに関する継続調査，③インシデントプロ
セス法そのものの効果分析を行っていければと考
えている。 
 
８．おわりに 
 東京都H市内の包括支援センターの相談員およ
び介護支援専門員を対象としたインシデントプロ
セス法を用いた事例研究の研修は現在も継続して
いる。研修に全出席すること，検討事例を提出す
ることを前提に研修参加者をつのり，スーパービ
ジョンを実施しているが，多くの相談援助職者に
参加頂けていることはとても興味深い。社会福祉
の実践現場でスーパービジョンの必要性が言われ
続けている（2)。しかし実際にはスーパービジョン
が定着して行われていないとも言われている（3)。
そのような中，研修に参加し，少しでも利用者支
援の質をあげたいと思う相談援助職の方々の努力
をしっかり受け止め，質の向上を目指したスー
パービジョンの実施を目指したいと思う。 
 今回，アンケート調査及びフォーカスグループ
インタビューに参加いただいた皆様に，この場を
借りてお礼を申し上げます 
 
注 
（  1 ）スーパービジョンについては，塩村公子
（2000），奈良社会福祉協議会（2000），福山
和女（2005）による。 
（ 2 ）介護支援専門員のグループスーパービジョン
の必要性については，安藤・池邉（2013），
支持的機能有効性については，小松尾
（2012）で述べられている。 
（ 3 ）スーパービジョン的実践からスーパービジョ
ン理論への提言を塩田（2013）が述べている。 
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